
報告文献別一覧表（平成１８年９月１日～平成１８年１2月３1日）

No. 感染症(PT) 出典 概要

1

Ａ型肝炎 Epidemiol Infect 2006;
134: 87-93

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝固因子との因果関係を調べ
るため、比較対照試験と分子学的HAV検出を行った。疫学的調査およびHAV RNA配列検査か
ら、凝固因子VIIIの1ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。

2

Ｂ型肝炎 Transfusion 2006; 46:
1256-1258

ヨーロッパでのB型肝炎発生率は北西部が低く（1%以下）、南部が高い（5-15%)。北西部では抗HB
ｃスクリーニングが導入され、南部ではHBV-NATが導入される傾向がある。B型肝炎ウイルス陽
性となった供血者と血液の管理に関して、ヨーロッパではHBV DNA、HBc抗体陽性でHBs抗体レベ
ルが100IU/L以上の場合は供血を続けることができるというリエントリー・アルゴリズムが検討され
ている。

3

Ｂ型肝炎 Vox Sang 2006; 91:
237-243

ドイツ赤十字血液センターの供血者10000名を、現行のPRISM®HBcおよび新規PRISM®Hbcore検
査を用いたHBc抗体のスクリーニングを実施し、診断感度および特異性を調べた。両者とも約1.8%
がHBc抗体陽性であることを示し、感度は同等であったが、特異性はPRISM® HBcoreの方が有意
に高かった。この検査が陽性であった188検体について、さらに7種類の抗HBc検査、2種類の抗
HBｓ検査、1種類の抗Hbe検査、3種類のHBV NAT検査を行って、検査結果を比較した。

4

Ｂ型肝炎 日本輸血学会雑誌
52(2): 199 第54回日
本輸血学会総会 2006
年6月 9-11日

日本の献血者におけるHBV NAT陽性者について解析したところ、20歳代ではHBV感染初期、50
歳代、60歳代では感染晩期の陽性例が多かった。陽性数の高い地域は千葉県から愛知県までの
太平洋側と大阪府であった。HBV Genotype Aは101例（女性1例）検出され、全国に広がる傾向が
見られた。

5

Ｂ型肝炎Ｃ型
肝炎

日本輸血学会雑誌
52(2): 197 第54回日
本輸血学会総会 2006
年6月 9-11日

輸血用血液製剤のHBV、HCV、HIVについて、2000年2月から2004年1月までの4年間の遡及調査
を行った。調査は、主に複数回献血者において感染症マーカーが陽転した場合に前回の血液サ
ンプルを個別NATで精査するもので、HBVについては50プールNAT,　HBｓAg, HBｃAbのいずれか
の陽転例約16000人について前回の保管検体を調べた。副作用報告による感染例を合せると、日
本では輸血によるHBV感染が1年に約19例、HCV感染は4年に1例、HIV感染は2年に1例起こるも
のと推定された。

6

Ｂ型肝炎Ｃ型
肝炎

日本輸血学会雑誌
52(2): 198 第54回日
本輸血学会総会 2006
年6月 9-11日

医療機関において輸血後感染症の全数調査を実施したところ、輸血後陽転例はHBVで9例
（0.9％）存在し、1例のみが輸血後B型肝炎と診断され、他の8例は感染晩期のHBVキャリアで再
活性化が起こったと考えられた。HCVとHIVでは輸血後陽転例はみられなかった。

7

Ｂ型肝炎Ｃ型
肝炎

日本輸血学会雑誌
52(2): 234 第54回日
本輸血学会総会 2006
年6月 9-11日

2005年に全国の医療機関から日本赤十字社へ報告された輸血感染症（疑い症例を含む）の現況
とその傾向についての報告である。2005年輸血感染症症例（疑い症例を含む）報告数は12月22日
現在260例で、内訳は、HBV：127、HCV：71、HEV：2、HIV：2、CMV：3、ヒトパルボウイルスB19：3、
細菌：52であった。この内、輸血との因果関係が高いと評価した症例は、HBV：10例、HCV：1例、
HEV：1例、ヒトパルボウイルスB19：3例であった。

8

Ｃ型肝炎 Transfusion 2006; 46:
469-475

米国の5つの血液センターで1999年から2001年12月に供血した2,579,290例についてHCV抗体、
NATデータ、ALT値および人口統計学的特徴について分析した。ALT値はRNA陽性の初回ドナー
で有意に高い傾向があった。ウイルス血症寛解は白人の方がアジア系や黒人より有意に高かっ
た。

9

Ｅ型肝炎 J Clin Virol 2006; 36:
100-102

2004年6月にハンガリーで検出されたヒトE型肝炎感染の最初の症例報告である。60才男性で、国
外への旅行歴はなく、発病の1カ月前に自家屠殺したブタの肉から作ったポークソーセージを食べ
ていた。このE型肝炎ウイルスHungary1は遺伝子型３に属し、Hepevirus属HEVの新しいヒト変異型
の可能性がある。

10

Ｅ型肝炎 J Gen Virol 2006; 87:
949-954

日本固有のE型肝炎ウイルスの分子学的追跡を行った。日本で回収された遺伝子型3HEV24株お
よび遺伝子型4HEV24株は、821nt RNAポリメラーゼ遺伝子フラグメントから成る系統樹で、外国株
とは明らかに異なるクラスターを示した。ヌクレオチド置換速度から、日本固有HEVの先祖は、英
国から日本へヨークシャ種のブタが輸入された1900年頃進入したと考えられた。遺伝子型3の進化
は1920年代から始まり、遺伝子型4は1980年代から急速に広まった。日本におけるHEVの土着化
と蔓延は豚肉摂食の大衆化と関連する。
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11

Ｅ型肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1643-1649

IV型HEVについてヒトとブタ宿主との関係を調べるため、各々のウイルス保有率およびウイルスの
遺伝的性質を調べ、また養豚場と感染のリスクとの関係を評価した。中国東部の2つの養豚地区
では、ブタ9.6%、健常人0.3%で大便中からHEVが検出され、IV型サブタイプ２つが両者に共通して
いた。養豚に従事するヒトは他の職業のヒトより感染リスクが74%高く、養豚場の下流の住民は上
流の住民より感染リスクが29%高かった。IV型HEVはブタからヒトへ自由に感染すると考えられる。

12

Ｅ型肝炎 肝臓 2006; 47: 384-
391

わが国のE型肝炎の実態を明らかにする目的で、全国から総数254例のE型肝炎ウイルス感染例
を集め、これを解析した。その結果、以下の知見を得た。1)HEVは全国に浸透している。2)感染者
の多くは中高年（平均年齢約50歳）で、男性に多い。3)我国に土着のHEVの遺伝型は3型と4型で
ある。4)年齢と肝炎重症度に相関がある。5)遺伝型は4型が顕在化率も重症化率も高い。6)発症
時期が無季節性である。7)感染経路は、動物由来食感染が約30%、輸入感染が8%、輸血感染が
2%、不明が約60%であった。

13

Ｅ型肝炎 日本輸血学会雑誌
2006; 52(2): 231

北海道地区において試験研究的に献血時にHEV関連問診を追加するとともに、HEV NATスクリー
ニングを実施し、問診の有効性とHEV感染の実態を調査した。結果は、HEV問診に該当したのは
765名（0.3%）で、その内の1名（0.1%）にHEV RNAが認められた。HEV NATスクリーニング陽性者は
20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性率は1/11,090であった。陽性者の多くはALT値が正常
でHEV抗体は陰性であった。道内の献血者のHEV RNA陽性率は予想以上に高い。

14

Ｅ型肝炎 臨床病理 2006; 54:
408-412

千葉大学附属病院消化器内科において、原因不明とされた非A非B非C型急性肝炎126例中7例
でE型急性肝炎が含まれていることが確認された。この中の1例は、発症約2カ月半前に飲食店で
豚のレバ刺しを食べていた。かつては輸入感染症と考えられていたE型肝炎が国内でも発症して
いることが明らかとなった。

15

HHV-8感染 N Engl J Med 2006;
355: 1331-1338

2000年12月から2001年10月に輸血を受けたウガンダのKampalaの患者1811例のうち、輸血前にヒ
トヘルペスウイルス8型（HHV-８）血清陰性であった患者991例について追跡調査を行った。そのう
ち43%（425例）にHHV-8血清陽性血が輸血された。991例中41例にHHV-8セロコンバージョンが起
こったが、セロコンバージョンのリスクは陽性血を輸血された患者の方が陰性血を輸血された患者
より有意に高かった。

16

HIV CDR Weekly 2006;
16(30) HIV/STIs

英国におけるHIVの四半期最新情報（2006年6月末までのデータ）。1982年にサーベイランスが始
まって以来2006年6月末までにHIV診断数は80556例報告された。感染経路別、性別、診断年別の
データを示している。輸血または血液因子製剤による感染は2005年度は男性7例、女性9例、2006
年度は6月末までに男性3例、女性2例である。

17

ＨＴＬＶ CDR Weekly 2006;
16(30) HIV/STIs

2005年に英EnglandおよびWalesにおける新規HTLV診断は73例で、男性22例、女性51例であっ
た。うち、63例がHTLV-1型、4例がHTLV-2型、1例が両方に感染していた。46例について詳細情
報を収集した医師報告を受け取り、予想される感染経路として、3例（9％）が輸血であった。

18

ＨＴＬＶ International
Conference on
Emerging Infectious
Diseases 2006; Mar
19-22; Atlanta,
Georgia. Abstracts
#50

狩猟、屠殺、飼育を通して非ヒト霊長類（NHP)の血液と接触がある中央アフリカ人930名の血漿検
体を用いて、HTLV多様性を調べた。ウエスタンブロット法で陽性の13例から、PCRによりプロウイ
ルスを増幅し、系統発生学的分析を行った。その結果、HTLV-3とHTLV-4と名づけた新しいウイ
ルスの感染例(2例）が明らかになった。HTLV-3は、今までヒトでは見られなかったSTLV-3に属す
る。また、11例でマンドリル由来のものなど、多様なHTLV-1感染が見られた。

19

ＨＴＬＶ J Virol 2006; 80:
7427-7438

HTLV3型は最近同定された新規のウイルスである。HTLV-3感染者由来の非培養末梢血リンパ球
を用いたPCR法に基づくゲノム解析により、初めて完全なHTLV-3配列を明らかにした。HTLV-
3(2026N)ゲノムは8917ｂｐで、HTLV-1とHTLV-2とは共に約62%、STLV-3とは87-92%の配列同一
性を共有した。系統発生分析ではSTLV-3に属し、霊長類起源であることが示唆された。

20

インフルエン
ザ

ProMED-
mail20060624.1757

中国で、2006年6月11日～22日に，Guangzhou大学の130名を超える学生および職員がインフルエ
ンザ（インフルエンザ型疾患）に感染した。同様の症例は同市の他の学校においても発生してい
る。主な症状は発熱で、重症にはならない。

21

トリインフルエ
ンザ

ProMED-
mail20060622.1729

2003年11月（中国がWHOにヒト感染について報告した2年前）に中国本土でトリインフルエンザによ
り男性が死亡したことを、Beijingの科学者らが2006年6月22日に発行予定の医学雑誌（New
England Journal of Medicine）で述べた。男性の死亡は当初SARSが原因であると考えられた。こ
のことは、SARSによると考えられた他の症例も実際にはH5N1トリインフルエンザによる死亡だっ
た可能性を示唆する。
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22

トリインフルエ
ンザ

ProMED-
mail20060623.1743

WHOは、H5N1トリインフルエンザウイルスの限定的なヒト-ヒト伝播が5月にインドネシアの家族で
起こったと発表した。しかし、疾病の拡大に大きな変化を及ぼすものではないとしている。ウイルス
の変異は見られたが、ヒトの間での伝播を容易にするものではなかった。

23

トリインフルエ
ンザ

ProMED-
mail20060629.1800

中国衛生省は，2003年11月にH5N1トリインフルエンザで死亡した男性症例に関する報告（N Engl
J Med 2006; 354: 2731-2732）について独自の調査を実施している。この報告は8名の中国の研究
者によるもので、当局は同誌に発表されるまでこの症例を知らなかったと言っている。

24

トリインフルエ
ンザ

ProMED-
mail20060713.1934

中国のGuangdong省における最も最近のトリインフルエンザのヒト症例は回復の徴候を示してい
る。この症例との密接な接触者98例において、疑われる症状（肺炎またはトリインフルエンザ様症
状）は確認されていない。

25

トリインフルエ
ンザ

ProMED-
mail20060804.2158

中国のGuangdong省における，最近のトリインフルエンザ患者（Shenzhenの31才トラック運転手）が
2006年8月2日に退院したと地元保健当局が発表した。この患者は中国で回復したトリインフルエ
ンザ患者の中で、最も重症であった。

26

トリインフルエ
ンザ

ProMED-
mail20060812.2261

中国衛生当局は連絡の問題により，H5N1トリインフルエンザのヒトにおける初めての症例の報告
に2.5年の遅延があったことを2006年8月10日に発表した。Beijingの24才の軍人が2003年後期にト
リインフルエンザに感染していた。中国はこの症例を中国の研究者らがNew England Journal of
Medicineにおいてレターを発表した後に初めて確認した。

27

トリインフルエ
ンザ

WHO
http://www.who.int/c
sr/don/2006_02_21b/
en/index.html

トリインフルエンザの流行がアジア、アフリカ、ヨーロッパの国々に広がっている。2006年2月以降
に初めてトリのH5N１感染を報告した国は、イラク、ナイジェリア、アゼルバイジャン、ブルガリア、
ギリシャ、イタリア、スロべニア、イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランスの13カ国に
のぼる。

28

トリインフルエ
ンザ

Arch Virol 2006
Published online Feb
26, 2006

2004年初頭、日本で発生した高病原性トリインフルエンザで死亡したニワトリから単離された
A/chicken/Yamaguchi/7/04(H5N1)ウイルスを、ニワトリ、ウズラ、セキセイインコ、コガモ、マウス、
ミニブタに経鼻で接種し、実験的に感染させることにより病原性を評価した。このウイルスは調べ
られた全てのトリで高病原性を示し、ニワトリは接種後4日以内に6例全て死亡し、ウイルスは呼吸
器、肝臓、腎臓、大腸、脳から検出されたが、血液からは検出されなかった。マウスは感染に感受
性はあるが、致死率は低かった。

29

トリインフルエ
ンザ

Avian Diseases 2005;
49: 436-441

2004年12月に発生した山口県の養鶏場のニワトリの高病原性トリインフルエンザ感染について、
疫学的、病理学的、免疫組織化学的研究を行った。処分前の致死率は34640羽のうち43.3%であっ
た。死んだトリは臨床症状は示さなかった。組織学的には肝細胞、脾臓の夾組織および濾胞、な
らびに脳幹、大脳、小脳のグリア小結節などで壊死が見られた。免疫組織化学的にはインフルエ
ンザウイルス抗原は肝臓、脾臓、心臓等で見られたが、肺や気管では稀であった。ウイルスの呼
吸器からの排泄は消化管からの排泄ほど優位ではないことが示された。

30

トリインフルエ
ンザ

CDC 2006年6月30日 種差を超えてヒトに感染するトリインフルエンザのうち、H5N1は重症例や死亡例を最も多く発生さ
せている。アジアや、ヨーロッパ、近東、アフリカの一部で発生している家禽や野鳥におけるH５N1
流行に関連して、このウイルスに感染したヒトの半数以上が死亡した。H5N1のヒトーヒト感染は報
告はあるが、限定されており、非効率的で、持続していない。しかしながら、H5N1ウイルスが、ヒト
からヒトへ簡単に拡がるように変化しうることを科学者らは懸念している。H5N1ウイルスに対する
ワクチンは現在開発中である。

31

トリインフルエ
ンザ

ECDC Technical
Report 2006年6月1日

ヨーロッパで発生している高病原性トリインフルエンザウイルス、特にA型H5N1による公衆衛生学
的リスクについて論じている。ヒトの健康へのリスクとしては、トリウイルスによる直接感染、ならび
に新しいA型インフルエンザ株の発生がある。感染予防のためには家禽および野鳥の調査、獣医
と医療との連携、適切な情報の提供などが必要である。

32

トリインフルエ
ンザ

Emerg Infect Dis
2005; 11: 1515-1521

高病原性A型トリインフルエンザ(H5N1)のアウトブレイクはアジア9カ国の家禽に広がり、2004年1
月から2005年4月までにベトナム等で52名以上が死亡した。トリとヒトから分離したH5N1の遺伝子
解析を行ったところ、地理的分布が重ならない2つの異なったクレードを示した。全てのウイルス遺
伝子はトリインフルエンザ起源であり、ヒトインフルエンザウイルスとの再配列はなかった。調べら
れたヒトH5N1単離体は全て単一のクレードに属し、アダマンテイン薬には抵抗性があるが、ノイラ
ミニダーゼ阻害薬には感受性があった。
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33

トリインフルエ
ンザ

Emerg Infect Dis
2006: 12: 1041-1043

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡した5歳の少年の血液検体
を調べた。RT-PCRにより、血漿はH5N1インフルエンザウイルス陽性であった。ウイルスを分離
し、遺伝子配列を決定したところ、A/Thailand/NK165/05 accession no. DQ372591-8であった。ヘ
ムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初め
にタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じであった。

34

トリインフルエ
ンザ

J Gen Virol 2006; 87:
1823-1833

中国Qinghai湖で2005年5月から7月に高病原性H5N1トリインフルエンザウイルスのアウトブレイク
により、何千もの野生の渡り水鳥が死亡した。この時に収集されたガチョウから単離したH5N1イン
フルエンザウイルス（Bh H5N1ウイルス）を分析した。遺伝子分析の結果、Bh H5N1ウイルスは再
配列ウイルスで、PB2遺伝子の627位のアミノ酸残基（リジン）は、ヒトH5N1ウイルス
（A/HK/483/97)と同じであり、GenBankにあるH5N1トリインフルエンザウイルスとは異なっていた。

35

トリインフルエ
ンザ

N Eng J Med 2005;
353: 1374-1385

2005年5月10日から12日にハノイで開かれたヒトインフルエンザA/H5に対する症例管理と研究に
関するWHO会議で一部発表されたものを含む、ヒトにおけるトリインフルエンザの特徴、予防、管
理をまとめた総説である。発生率、伝播、臨床的特徴、病原論、症例検出および管理、予防の項
目別に述べている。

36

トリインフルエ
ンザ

Nature 2006; 440:
741-742

トリインフルエンザH5N1ウイルス感染による飼いネコの死亡報告がアジアとヨーロッパで増加して
いる。ネコはウイルスの疫学に考えられていた以上に大きな役割を果たしているかもしれない。ネ
コが感染し、高病原性ウイルスを家禽やヒトや他の種に拡げる危険性を最小限にするために、国
や関係機関は新たな注意を払う必要がある。

37

ＢＳＥ ABC Newsletter 2006
年9月22日 16ページ

欧州協議会は2005年の反芻動物（有蹄動物）における伝達性海綿状脳症（TSE）のモニタリングと
検査に関する報告書を発表した。TSE検査を行った1千万頭以上のウシのうち、陽性となったのは
561頭のみであった。2005年の調査結果は陽性例が引き続き減少していることを示している。

38

ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月24日

カナダ食品検査局調査官は、2006年7月13日にBSEと診断されたAlbertaの50月齢の乳牛に関す
る疫学的調査を終了した。このウシはカナダで7頭目のBSE牛である。問題の牛のどの部分も、ヒ
トおよび動物の食物システムには含まれていない。

39

ＢＳＥ Canadian Food
Inspection Agency
2006年8月8日

2006年6月15日にManitobaで安楽死させた病牛は、ウエスタンブロット法と免疫組織化学法により
7月3日にBSEと確定された。カナダにおける6頭目のBSE牛であるが、過去の5例とは異なるBSE
株であり、ヨーロッパやアメリカで報告されている少数株である。CFIAは直ちにOIE　BSEガイドライ
ンに基づいた疫学的調査を開始した。所有者の記録によると、このウシは16か17歳であり、1997
年以前に肉・骨粉を含んだ餌を食べた可能性があるが、供給源は不明である。

40

ＢＳＥ OIE
http://www.oie.int/Me
ssages/060309SUE.ht
m

スウェーデンでBSEが初めて報告された。Vastmanland郡の1994年3月生まれの食肉用交雑種雌
牛で、乳熱後に後ろ足の問題で処分された。迅速検査で陽性後すぐに、同じ群れのウシは制限下
に置かれた。診断は国立獣医学研究所と英国のOIE Reference研究所で行われた。危険動物の
同定と餌に関する調査はEU法に準じて行われる。

41

ＢＳＥ ProMED20060429-
0030

2006年2月にクロアチアから、4月にエストニアから、各々、国内初となるBSE疑い例が発表された
が、OIEは組織病理学的診断の結果、BSEは確認されなかったことを報告した。

42

ＢＳＥ ProMED-mail
20060601.1525
ProMED-mail
20060607.1588

2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシは、フランスで見られるBSE
異型株と同一であることをフランスの研究者が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頭の
BSEはヨーロッパの少数例に見られる稀な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細を明らか
にすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれまで実施されているサーベイラン
ス、疾病対策、公衆衛生対策が変更されることはないと述べている。

43

ＢＳＥ ProMED-
mail20060617.1680

Canadian Food Inspection Agencyは，2006年4月16日に確認されたBritish Columbia州のウシにお
けるBSE症例についての調査を終了した。特定の感染源は発見されていないが，調査員らは，
種々の原料を運んだり、受け取った乗り物および道具がBSEの病原因子によりウシの飼料を汚染
した可能性があると決定した。この症例とカナダにおける4例目のBSEの動物への飼料の原料供
給業者が共通していることも確認された。
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44

ＢＳＥ ProMED-
mail20060706.1855

カナダManitobaの食用の成牛1例において最終検査結果によりBSEが確定され，Canadian Food
Inspection Agencyは包括的な調査を実施している。

45

ＢＳＥ ProMED-
mail20060714.1937

カナダAlberta州の50月令の乳牛がBSEであることが確定された（カナダで7例目）。このウシは7月
10日に予備検査に基づいて初めて報告された。このウシは焼却処分され，ヒトまたは動物の食物
連鎖に含まれていない。

46

ＢＳＥ ProMED-
mail20060823.2384

2006年8月23日、カナダで、Alberta州の肉用の雌牛がBSEであることがCanadian Food Inspection
Agency（CFIA）により確定された。オーナーなどにより提供された予備情報によると，この動物の
年令は8から10才であり，飼料に関する禁止令導入前または実施早期にBSE因子に暴露した可能
性がある。

47

ＢＳＥ ProMED-
mail20060825.2413

Canadian Food Inspection Agency（CFIA）は、2006年7月13日にBSEと診断されたAlbertaの50月
令の乳牛に関する疫学的調査の結論を出した。このウシの死骸はヒトまたは動物の食物（飼料）
系に入っていない。禁止された物質によりウシの飼料1バッチが汚染された可能性のある事例が1
軒の飼料販売店で記録されており，このバッチの飼料全てがBSE陽性のウシの農場へ送られた。
この飼料が最も可能性の高い感染源である。

48

ＢＳＥ Rapid City Journal
2006年8月25日

米国で見つかったBSE陽性ウシ2例は、ヨーロッパで見られる稀なBSE株由来のものであった。ロン
ドンの国際学会でフランスとイタリアの研究者は、検出されにくく、主に高齢の家畜に影響を与える
2種類の稀なBSE株を報告した。フランスの研究者は、2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで
発見されたBSE陽性ウシは、フランス、スウェーデン、ポーランドで見られる少数のBSE異型株と同
一であることを明らかにした。

49

クロイツフェ
ルト・ヤコブ病

J Neurol Neurosurg
Psychiatry 2006; 000:
1-3

1970年～2003年にヒト硬膜に関連したCJD7例が英国で確認された。手術後発病までの期間は平
均93ヶ月（45～177ヶ月）であった。さらに、世界で初めて、ブタ硬膜片レシーピエントでCJD1例を確
認した。これらの症例の臨床的、病理学的特徴について述べている。

50

クロイツフェ
ルト・ヤコブ病

Vox Sang 2006;
91(Suppl 3): 68-69

米国で供血後に古典的CJDを発症した個人を特定し、受血者の追跡調査を行った。2006年2月ま
でに、古典的CJDで死亡した供血者31名が試験に登録され、384名の受血者が特定された。追跡
を行ったところ、古典的CJDが輸血を介して受血者に伝播したという証拠は示されなかった。本研
究は、1995年に米国の大規模血液供給システムと疾病対策予防センター（CDC）により開始され、
継続中である。

51

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

AABB Weekly Report
2006年7月21日

アイルランド輸血サービスは、CJDの病因となるプリオンを供血血液から除去するために開発され
た新しい装置を1年間使用した後、試用の中止を決定した。血液サービスは昨年、そのフィルター
装置を購入したが、十分な効果が得られず、CJDプリオンは捕捉されずに通過し、供血中に混入
する可能性があるためである。

52

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

ABC Newsletter 2006
Sep 1; 16

外科用器具には殺菌後も依然としてクロイツフェルトヤコブ病（CJD）が残存する可能性が明らか
となった。エジンバラ大学研究チームは、タンパク質による平均汚染量が器具1mm2あたり0.2μg
であり、ヒトへの感染に必要な量をかなり上回る数値であることを認めた。最大量は、扁桃腺（プリ
オンが分布することが知られている組織のひとつ）の切除に用いた器具で認められた。同チーム
は、保健省に対し、同チームが開発したガスプラズマ滅菌の広範な導入を推奨している。

53

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Biochem Biophys Res
Commun 2006; 342:
293-299

PrP遺伝子のコドン129での多型とBSEまたはｖCJDプリオンに対する感受性との関係を調べるた
め、ヒト化ノックインマウスにプリオン蛋白を腹膜内接種し、脾臓濾胞樹状細胞への蓄積を調べ
た。ヒト化ノックインマウスはBSEプリオンにはほとんど又は全く感受性を示さなかった。驚いたこと
に、コドン129Met/Metを持つヒト化ノックインマウスだけでなく、コドン129Met/Valを持つものもｖＣＪ
Ｄプリオンに感染した。コドン129Val/Valを持つヒト化ノックインマウスは感受性がなかった。

54

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Blood 2006; 107:
3907-3911

PrPcは全身の多数の組織に存在し、血小板に大量に存在する。静止血小板ではα顆粒膜上に
存在することが知られているが、その生理学的機能は不明である。血小板中のPrPcの局在を調
べたところ、血小板が活性化すると、血小板表面上にPrPcが一時的に発現し、続いて、微小胞お
よびエキソソーム上への放出が起こることが明らかとなった。血小板由来エキソソーム上にPrPc
が存在するということは、血中でのPrPc輸送および細胞間伝播におけるメカニズムを示唆する。
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55

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

BMJ 2006; 332: 1186-
1188

1996年から1999年に、手術時に20-29歳であった患者から得られた虫垂および扁桃12674検体の
うち、病原体プリオンに陽性染色であった3例(虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を
行った。3検体中2例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子(PRNP)コドン129のValが
ホモ接合体であった。今まで、vCJD患者は、Met/Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、
PRNPのコドン129がMetのホモ接合体であり、Valホモ接合体がvCJDに対し感受性があることが初
めて示された。

56

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

CDR Weekly 2006;
16(6)

英国で、献血の20ヶ月後にvCJDを発症したドナーからの血液(赤血球）を輸血された患者が、8年
後にｖCJDと診断された。これは英国において輸血伝播によると思われるｖCJD感染の3症例目で
ある。

57

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Cell Tissue Res 2006;
324: 497-505

PrPcは主に神経細胞に見られるが、それ以外の分布に関してはほとんど知られていない。足細胞
は神経と多くの類似点があるため、ウシの腎臓を用いて、免疫組織化学的方法、R-PCR法および
ELISA法により、PrPcの発現を調べた。その結果、PrPcは選択的に足細胞に局在し、特に糸球体
外メサンギア細胞に顕著に発現することが明らかとなった。

58

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Dev Biol (Basel) 2006;
123: 325-333

ｓCJDまたはｖCJDで死亡した患者の脳標本中のPrPsc量を、in vitroアッセイで国際共同研究によ
り評価した。Conformation-Dependent Immunoassayがイムノブロット法によるアッセイより感度が
高かった。ヒト二倍体細胞に種々の遺伝子型のプリオンを感染させる試みは今までのところ成功
していない。

59

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Dev Biol (Basel) 2006;
123: 335-345

大部分のワクチンまたはワクチン製造工程でウシ組織由来物質が使われている。ワクチン製造に
使われる最初の組織を、固有のTSEリスクに基づいて選択することがまず重要であり、安全な起
源の第一評価として地理的因子を用いるより安全性が高い。組織が適切に集められ、加工され、
詳細な記録が保管されることは必須である。

60

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Emerg Infect Dis
2006; 12: 1125-1128

3頭のウシの脳幹から調整したTSE単離体をC57BL/6マウスの脳内に投与した。2つの単離体は
高分子量の非グリコシルPrPres（H型単離体）で、1つは典型的なBSE単離体である。大部分のマ
ウスで感染が起こり、H型単離体に感染したマウスの脳にはH型単離体が、BSE単離体に感染した
マウスには典型的BSE単離体が存在することがウエスタンブロットにより確認された。H型単離体
に感染したマウスの視床には特徴的な空胞化病変がみられた。このことから、BSE単離体だけで
なくH型単離体も種のバリアを超えて病気を発現させる。

61

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Future Virol 2006; 1:
659-674

血液製剤の製造工程におけるプリオンの除去に関する総説である。プリオン除去のための個々の
製造工程は、実際の製造条件を実験室での条件にスケールダウンさせ、確立されているスクレイ
ピー株をモデル系として用いて通常は評価されている。しかしながら、血液中のプリオンタンパク
の存在形態が不明なので、評価実験のためのスパイク材料としてのプリオンの調製方法は注意
深く考慮しなければならない。現在のところ、エタノール分画、PEG 分画、カラムクロマトグラ
フィー、ウイルス除去膜およびデプスフィルターでの濾過が有効とされている。

62

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Guidance for Industry
(DRAFT GUIDANCE)
FDA/CBER
August 2006

古典的CJDの潜伏期間は38.5年であり、vCJDの潜伏期間も非常に長いことが示唆されている。ま
た、未確認ではあるが恐らくかなりの数の血液ドナーが、欧州におけるBSE激増中にフランスで感
染した可能性がある。これらのことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成分の輸血
を受けた者からの供血を無期限に停止するという予防策の導入をガイダンス案として発表した。

63

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Haemophilia 2006;
12(Suppl 1): 16-20

ｖCJDが英国の血友病患者の臨床に与えた影響について述べた。2003年に輸血伝播ｖCJDによる
最初の死亡例が報告され、2004年に輸血伝播ｖCJDのリスクがある全ての患者に通知することが
決定された。2005年4月現在、A型およびB型血友病患者は、遺伝子組換え凝固因子を投与され
ている。

64

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Haemophilia 2006;
12(Suppl 1): 26-28

血友病の管理における新興病原体についての討論。英国ではｖCJDが特に大きな脅威であるが、
白血球除去により完全に伝播を防ぐことはできない。また遺伝子組換え製剤による治療が、全て
のウイルス伝播リスクをなくすわけではないことなどが論じられている。
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65

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Haemophilia 2006;
12(Suppl 1): 8-15

ｖCJDは食物でBSEに暴露することで発生するとされていたが、輸血や血液製剤によっても伝播す
ることが報告された。今までのヒトでの発症例は全てヒトプリオン遺伝子のコドン129がメチオニン
ホモ型のヒトであり、、感染していても発症しない無症候性キャリアがいるおそれがある。非侵襲性
の血液検査の開発が急務である。

66

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

J Gen Virol 2006; 87:
1043-1046

BSEに感受性のあるPRNP遺伝子型ヒツジにBSE物質を経口摂取させると、宿主の体内にプリオ
ンが広く分布した。ARRホモ接合体ヒツジはTSEに耐性があると考えられているため、ヒツジの群
れからスクレイピーを根絶し、小反芻動物BSEリスクからヒト食物連鎖を守るために選択されてき
た。しかし、ARR/ARRヒツジで同様の実験を行ったところ、経口摂取の数ヵ月後には健康な
ARR/ARRヒツジの脾臓に有意な量のPrPScが蓄積されうることが明らかとなった。

67

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

J Gen Virol 2006; 87:
251-254

脳内接種により、げっ歯類に適合したBSEまたはｖCJDに感染させたハムスターとマウスの骨格筋
から、病原体プリオンが検出された。陽性の筋肉検体中のPrPTSE濃度は、脳検体中濃度の500か
ら1000倍低かった。骨格筋のTSE関与のリスクをさらに評価する必要がある。

68

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Lancet 2006; 367:
2068-2074

1996年7月から2004年6月までに11名のクールー病患者を確認したが、全員がSouth Foreに住ん
でいた。患者は全員、1950年代後半に食人習慣が中止される前に生れていた。推定された潜伏
期間は、最小で34年から41年の範囲であったが、男性における潜伏期間は39年から56年の範囲
と考えられ、更に最長で7年長かった可能性もある。プリオン遺伝子の分析によって、殆どのクー
ルー病の患者は、潜伏期間の延長とプリオン病への耐性に関係する遺伝子型であるコドン129が
ヘテロ接合体であることが明らかとなった。

69

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Lancet 2006; 367: 874 2004年2月に50歳の日本人男性がCJDサーベイランス委員会に報告された。男性は英国およびフ
ランスに滞在歴があった。2001年6月に発病し、2003年1月には脳脊髄液は14-3-3蛋白質陽性で
あった。PrP遺伝子解析では変異は見られなかった。2003年12月にはMRIと脳波より、ｓCJD可能
性例と診断された。2004年12月に死亡し、剖検によりｖCJDと診断された。日本初のｖCJD確定例
である。

70

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Lancet Neurol 2006;
5: 393-398

マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン129遺伝子型（MM、MV、VV)のPrP蛋白を
発現するマウスを作製し、BSE又はvCJDを接種し、疾患の臨床的及び病理学的な徴候を評価し
た。その結果、BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。vCJDはヒトの3つ
の系全てに感染したが、各々の遺伝子型で病理学的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率
が高く、病理学的特徴および臨床症状が早く発現した。VVは感染効率が最も低く、発現までの期
間が長かった。

71

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

New Zealand J
Agricult Res 2005; 48:
499-515

BSE、スクレイピーおよび慢性消耗病はニュージーランドには存在しないが、サーベイランスは、死
後検体をイムノブロット法で検査することにより行われている。最近開発されたイムノブロット法
(CDI)はTSEの株や亜型を区別でき、血液検体中での検出も可能かもしれない。増幅法(PCMA)は
最小量を検出できる。

72

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Robert Koch Institut/
Voten des
Arbeitskreises Blut/
Votum 33

2006年1月11日の血液専門委員会第61回会議で可決されたvCJDに関するドイツ連邦保健省血液
専門委員会の通達である。まだ使用されていない血液製剤によるｖCJDの感染を防止し、感染の
可能性のある供血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。

73

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Science 2006; 311:
1117

慢性消耗病(CWD)のシカの骨格筋中に感染性プリオンが含まれているかどうかを、シカのプリオン
を発現するトランスジェニックマウスにおいて検討した。CWDに感染したシカの骨格筋抽出物を脳
内に接種したトランスジェニックマウスは360～490日後に、脳抽出物を接種した群は230～280日
後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脳にはPrPscが検出された。正常シカの抽出物
を接種した対照群では発病しなかった。

74

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Science 2006; 313:
92-94

TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの血液中のPrPScをPMCA (protein
misfolding cyclic amplification)法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間の初期には、おそらく血
液中に検出されたPrPScは末梢でのプリオンの複製に由来していると思われる。感染しているが
発症していない動物の血液中のプリオンを生化学的に検出することができるということは、TSEの
非侵襲的早期診断を期待させる。
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75

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Science 2006; 314:
133-136

慢性消耗病（CWD）非感染シカをCWD陽性のシカの唾液、血液または尿・糞に曝露させた。その結
果、CWDを伝播しうる感染性プリオンが唾液および血液中に認められた。CWDはシカ科の動物に
容易に伝播すると言える。

76

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Transfusion 2006; 46:
652-658

血漿分画時にTSE物質を除去する研究のために、スクレイピーに感染した脳から水溶性の感染性
検体を調整した。263Kスクレイピー感染ハムスターの脳を10%PBS中に縣濁し、低速遠心分離後、
更に上清を超遠心（220000ｘｇ）した。得られた上清は感染性を有し、しかもPｒPTSEの凝集体を全
くまたはごくわずかしか含有しなかった。

77

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

Vox Sanｇ 2006;
91(Suppl 3): 70

PRDT（Pathogen Removal and Diagnostics Technologies）は、全血、RBCまたは血漿存在下で脳
由来プリオンタンパク質およびTSE感染物と強く結合する高親和性リガンドを得るため、何百万も
の化合物をスクリーニングした。その結果、PRDTのリード樹脂は赤血球存在下でも高濃度のTSE
感染物を吸着し、 低濃度の内因性TSE感染物を除去した。この樹脂を使用したMacoPharma P-
Capt（TM）フィルターを用いることにより、輸血によるｖCJD伝播リスクを軽減できる。

78

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

英国保健省 Press
Statement
http://www.hpa.org.uk
/hpa/news/articles/p
ress_releases/2006/0
60209_cjd.htm

輸血と関連したvCJDの新たな症例が見つかった。患者は、供血後20ヶ月でvCJDを発症したド
ナー由来血液の輸血を受け、その約8年後にvCJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオ
ン病院の医師による治療を受けている。この症例は輸血関連vCJD伝播としては3例目であり、
vCJDが輸血によってヒト―ヒト感染しうることを示す新たな証拠となるだろう。これら3例は、血漿分
画製剤の投与ではなく、すべて血液成分の輸血と関連している。

79

変異型クロイ
ツフェルト・ヤ
コブ病

厚生労働省　平成18
年8月24日

平成18年8月23日に開催された薬事・食品衛生審議会血液事業部会安全技術調査会において、
ヒト胎盤エキス（プラセンタ）注射剤使用者に対する献血制限措置を日本赤十字社が実施すること
が了承された。

80

コレラ ProMED-
mail20060728.2086

アンゴラでコレラが15番目の州に拡大し、死亡者は2089例となり、症例数は5万例を超えたとWHO
が2006年7月24日に発表した。2006年2月13日からの症例数である。

81

コレラ Weekly
epidemiological record
2006; 81: 118-119

2006年1月28日から3月20日にスーダン南部全域で死亡例238例を含む急性水様性下痢患者8923
例が報告された。最も患者数が多いJubaとYeiでは改善がみられているが、他の地域で稲葉型コ
レラと確定診断された症例もあり、アウトブレイクの監視が重要である。

82

デング熱 ProMED20060422-
0090

ベネズエラで疫学週1週間のデング熱患者は722人で、うち42人（5.8%)がDHFであった。累計デング
熱患者は11099人で、2005年同時期の患者数(8024人）と比較して28.9%上昇している。また、香港
で、健康予防センター(Centre for Health Protection)は25才の女性のデング熱患者を確認した。こ
れにより年間累計患者数は9人になった。全例とも輸入例である。

83

デング熱 ProMED-
mail20060604.1553

台湾の環境保護局はデング熱のアウトブレイクに対して予防措置をとるよう呼びかけた。蚊が発
生する場所をなくすことが唯一の予防策であると言っている。

84

デング熱 ProMED-
mail20060719.1989

台湾Kaohsiungで2006年7月6日に初めての固有のデング熱症例が発見された。続いて更に6例が
発見され、合計7例となった。デング蚊指数は常に高く、検査された地域の約92%で警戒レベルで
ある。

85

デング熱 ProMED-
mail20060730.2110

台湾の疾病管理センターは南部でデング熱の脅威が増加するおそれがあると2006年7月25日に
発表した。今年のデング熱症例は59例であるが、そのうち17例が国内で感染しており、17例中15
例がKaohsiung Cityで報告されている。

86

デング熱 ProMED-
mail20060806.2196

Kaosiungにおけるデング熱のアウトブレイクの悪化は継続している。2006年7月6日にKaosiungの
Qienzeng地区でデング熱症例が報告されて以降，デング熱の発生は悪化している。これまでに報
告された症例は28例で、同地区で25例、Qianjin地区で3例である。
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87

デング熱 ProMED-
mail20060901.2486

香港でMa On Shanの62才の男性がデング熱を確認された。2006年7月1日から28日まで中国本土
へ旅行し、2006年8月1日に発熱し、現在は回復している。本年の症例数は22例で、全て輸入症例
である。

88

デング熱 ProMED-
mail20060911.2577

2006年9月4日現在、中国Guangdong省で、先週、デング熱症例数が倍以上の219例となり、半数
がまだ入院中である。中国の専門家らは最近の高温多湿の天候や、蚊に対する取り組みが不十
分であることがアウトブレイクの原因であるとしている。台湾では第35週（2006年8月27日～9月2
日）に，デング熱症例90例が報告され，31例は検査で確認された。9月2日現在，今年の報告症例
数は721例で，そのうち202例が確認された。死亡例は報告されていない。

89

トリパノソーマ
症

CDC/MMWR Weekly
2006; 55(29); 798-800

ロサンジェルスの心臓移植患者2名で、臓器移植によるシャーガス病伝播が見られた。1例は拒絶
反応による合併症で死亡し、もう1例は心不全で死亡した。両例ともドナーがTrypanosoma cruzi感
染者であったことが明らかとなった。米国における固形臓器移植によるT. cruzi伝播としては4例目
と5例目になる。

90

トリパノソーマ
症

Vox Sang 2006;
91(Suppl 3): 98

フランスでリスクのある供血者に対し、シャーガス病スクリーニング検査を行うこととなり、Bioelisa
Chagas、Chagatek、Ortho T.cruzi ELISA Test System ‘ 1、ELISA Cruzi の4種類のTrypanaosoma
cruzi ELISAキットの感受性、再現性、特異性を評価した。感受性に関しては4種類の検査法で正
確に検出された。再現性は24コピーのS/CO値の平均の変動係数によって示され、各々、6.30%、
9.30%、15.7%、22.40%であった。

91

パルボウィル
ス

Emerg Infect Dis
2006; 12: 151-154

米国で医薬品製造用血漿プールの検体においてPCR法によりパルボウイルス(PARV4)遺伝子の
検出を行った。これらの血漿はヨーロッパと北アメリカで集められたものである。その結果、137
プール中7例がPARV4およびPARV5に陽性であった。

92

パルボウィル
ス

J Clin Virol 2006; 35:
407-413

血液プール中の感染性パルボウイルスB19を自動的に高速に検出するための方法を開発した。
B19蛋白合成は免疫蛍光染色で検出され、ウイルスDNA合成はdot blot hybridizationと定量的
PCRで検出された。調べられた細胞株の中ではUT7/Epo-S1がB19感染に最も感受性が高かっ
た。

93

パルボウィル
ス

J Infect Dis 2006;
194: 154-158

ヒトパルボウイルスB19DNA（1.6x10⁸IU/mL）を含むプール血漿の輸血後、B19 IgG陽性の患者で
は抗体価が19-39 IU/ｍLから50-100 IU/mLに上昇して再感染を防いだ。それに対し、陰性の患
者では、1.6-2.2 x 10⁸IU/mLのB19DNAの存在下で、プール血漿のIgGレベルが59.5IU/mLではB19
の伝播とセロコンバージョンを防ぐのは不十分であることがわかった。

94

パルボウィル
ス

Thromb Haemost
2004; 92: 838-845

市販されている凝固因子21製剤の202ロットを、パルボウイルスB19遺伝子型1と遺伝子型2の
DNAについてPCRにより調べた。遺伝子型1のDNAが、現在投与されているロットの77/181
（42.5%）に、1980年代初めまで使用されたロットの17/21（81%）に検出された。遺伝子型2のDNA
は、5/202（2.5%）に見出され、その全てのロットが遺伝子型1のDNAに汚染されていた。

95

パルボウィル
ス

Transfusion 2006;
46:1593-1600

パルボウイルスB19ジェノタイプ3流行地域であるガーナで、114組の成人供血者-小児受血者ペア
における輸血によるB19の伝播および免疫学的特性について調べた。2例の供血がパルボウイル
スB19DNAと特異的抗体を含有していたが、伝播は見られなかった。B19 IgG含有の全血が
B19DNA陽性受血者14例に輸血されていたが、その内、輸血前にVP2に対する抗体が認められな
かった10例ではウイルスが除去された。

96

ハンタウイル
ス

CDC/MMWR Weekly
2006; 55(22): 627-629

2006年1月から3月にかけて、米国ではArizona, New Mexico, North Dakota, Texas, Washingtonの5
つの州で計9例のハンタウイルス肺症候群ヒト確定症例が報告された。2005年に降水量が多く、
げっ歯類が増加したことが原因として考えられ、2006年度はヒトでの感染の危険性が高くなること
が示唆される。

97

ペスト Weekly
epidemiological record
2006; 81: 241-242

WHOは2006年6月13日までに100名の肺ペスト疑い患者がコンゴ共和国Oriental州Ituri地区で発
生し、うち19名が死亡したという報告を受けた。現在のところ患者数は不明であるが腺ペスト患者
の発生も報告されている。Ituri地区は世界中で最もペストが発生することで知られており、年間約
1000例報告されている。
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98

マラリア AABB Weekly Report
2006; 12(32): 10

2006年9月8日付けのKorea Timesによると、交通事故後に輸血を受け、その後マラリアと診断され
た患者が、疑わしい血液の流通を防ぐことができなかった韓国赤十字を批判している。韓国赤十
字は状況を知りながら、何の行動も起こさず、その結果、不適切な血液製品が流通し続けたとの
ことである。輸血によるマラリア感染で既に1名の患者が死亡している。

99

マラリア CDC 2006年6月30日 米国疾病対策予防センターは、バハマのグレートエグズーマ島におけるマラリア発生を確認し、旅
行者に対して抗マラリア薬の使用を勧告した。2006年6月29日現在、患者数は合計18例で、うち4
例が旅行者である。全員Plasmodium falciparumに感染していた。

100

マラリア CDC/MMWR Weekly
2006; 55(37): 1013-
1016

2006年9月19日、CDCは米国在住のグレートエグズーマ島渡航者向けの抗マラリア薬服用勧告を
解除した。2006年5月～6月の間に合計19例のマラリア症例が確認されたが、3ヶ月間新規症例の
報告がなかったためである。

101

マラリア ProMED-
mail20060624.1758

キルギスタンの首都で79例のマラリア症例が登録された。予防手段を講じているにもかかわらず、
流行が拡大中である。住民に問題を理解させるのが難しく、衛生疫学監視センターの職員は時々
しか殺虫剤を散布することができない。

102

マラリア ProMED-
mail20061004.2843

中国東部の安徽省でマラリア感染が拡大している。地元の保健当局によると、今年に入ってから
2006年9月25日時点で17917例が報告されており、昨年の同時期と比較すると89.8％増加してい
る。保健当局は緊急通告を出して、感染の監視を強化し、拡大防止のためにマラリア予防と治療
に関する啓発を行うよう地元自治体に要請した。

103

ﾘﾝﾊﾟ性脈絡
髄膜炎

N Engl J Med 2006;
354: 2235-2249

2003年12月及び2005年4月に固形臓器の移植を受けた2つの患者群の感染症について調べた。
レシピエント全員（8名）の検体からリンパ性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV)が検出されたが、ドナー
(2名）からは検出されなかった。2005年群のドナーはLCMVに感染したハムスターをペットとして
飼っていたが、2003年群の感染源は不明であった。レシピエント8例中7例は移植後9日から76日で
死亡した。

104

レトロウイル
ス

Cell Transplant 2005;
14: 749-756

ランゲルハンス島移植のために使われるAN69中空ファイバー膜がブタ内因性レトロウイルス
（PERV)の移行を防ぎ、PERV感染リスクを減らすかを調べた。PERV源としてPK15細胞を用い
た。、ヒトU293細胞を、カプセル封入PK15細胞（第1群）、カプセル封入PK15上清濃縮（第2群）、ま
たはPK15上清濃縮（対照群）とともにin vitroでインキュベートした。第2群ではヒト細胞は全く感染
しなかった。第1群では11検体中10検体は感染しなかったが、1検体は感染した。

105

レンサ球菌感
染

Emerg Infect Dis
2006; 12: 914-920

2005年7月中旬から8月末の間に中国四川省で215例のヒト連鎖球菌感染が報告され、うち66例は
確定例であった。全ての感染例は、原因不明で死んだブタや病気のために食用になったブタを屠
殺する過程で暴露した農業従事者で発生した。61例(28%)が連鎖球菌毒素ショック症候群を呈し、
うち38例(62%)が死亡した。その他、敗血症(24%)と髄膜炎(48%)または両者であった。単離された全
ての菌はtuf、種特異的16S rRNA、ｃｐｓ２J、mrp、ef,およびｓｌｙに対する遺伝子に陽性で、単一の
株であった。

106

レンサ球菌感
染

N Engl J Med 2006;
354: 1325

アメリカでのStreptococcus suis髄膜炎のヒト感染例についての報告である。健康であった59歳の
男性農業従事者が突然、発熱と錯乱を起こし、髄膜症となった。血液と髄液培養によりS. suis感
染と判明した。セフトリアキソンとバンコマイシン投与では状態が悪化したため、抗菌療法をアンピ
シリン静注に変更した。13日間入院後、症状はなくなり、退院した。患者は入院の数ヶ月前、子豚
を近くの農場から購入したが、兄弟の子豚が髄膜炎で死んでおり、S. suisはその農場で検出され
た。

107

レンサ球菌感
染

PLoS Med 2006; 3:
e151

2005年7-8月に中国四川省で発生したStreptococcus suis serotype 2（SS2)感染のアウトブレイク
について調べた。ヒト感染患者の臨床的、病理学的特徴は典型的な連鎖球菌中毒ショック症候群
であった。2005年の流行ならびに1998年に江蘇省で流行した時のヒトおよびブタの検体から単離
した菌の遺伝子型を調べたところ、両者は共通した遺伝子型を有していた。またミニブタでの感染
実験で強い毒性を示した。
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108

レンサ球菌感
染

感染症学雑誌　2006;
80(S): 297

比較的稀とされるブタ連鎖球菌による髄膜炎の症例報告である。串焼屋に勤める57歳女性で、発
熱、頭痛、嘔吐、幻視等を呈した。血液培養ではグラム陽性桿菌が検出されたが、髄液培養では
グラム染色陰性であった。最終的にブタ連鎖球菌が同定された。未調理の豚肉から感染したと考
えられ、中国では集団感染が発生したこともあり、感染の危険性について認識が必要と思われ
る。

109

灰白髄炎 MMWR Weekly 2006;
55: 458-462

2005年1月から2006年3月までの世界的な野生型ポリオウイルス伝播撲滅の進行状況について述
べた。World Health Assemblyによりポリオ撲滅運動が開始された1988年にはポリオ土着国は
125ヶ国であったが、2005年には4ヶ国（アフガニスタン、インド、ナイジェリア、パキスタン）に減少し
た。以前ポリオが根絶していたアジア、アフリカの22ヶ国で2003年以降に再感染したが、2005年7
月以降は8ヶ国のみとなった。インド、パキスタンでも2004年に比べほぼ半減し、根絶に近づいてい
る。

110

灰白髄炎 ProMED-
mail20060621.1714

ナミビアでここ10年以上で初めてのポリオのアウトブレイクが発生した。1例目は2006年5月6日に
発見され、確定された。2006年6月21日までに15例が死亡し、症例数は96例に急速に増加した。コ
ンゴで2例、ニジェールで3例、野生型ポリオウイルスによるポリオの報告があり、輸入例であった。

111

ウイルス感染 CBS News/
Healthwatch 2006年8
月22日

中国Hunan省中部のChenzhou市でヒトボカウイルス感染の6症例（全て1歳以下の乳幼児）が報告
された。これは新たに同定されたウイルスによる中国での最初の感染例である。

112

ウイルス感染 CDR Weekly 2006;
16(21)

2006年5月15日現在、HPA Special Pathogens Reference Unitにより確定された2006年の英国に
おけるチクングンヤ症例は48例である。血清学的にチクングンヤと診断された症例数は、1999年
から2004年は年に平均6例、2005年は19例であった。患者の大多数はアジアかアフリカへの旅行
歴があったが、2006年の患者のうち5例は旅行歴がなかった。インド洋諸島でのアウトブレイクは
減少傾向であるが、非免疫旅行者にとって感染の危険はしばらく続くであろう。

113

ウイルス感染 Eurosurveillance
2006; 11(8): 060810

2005年12月以降、チクングンヤウイルス感染のアウトブレイクがインドの8つの州で続いており、拡
大するおそれがある。最も被害の大きい5つの州では896500例以上の疑い例が報告されている。
北部の州からは1例も報告されていない。ヨーロッパの多数の国で輸入症例が報告されている。感
染の拡大防止ならびに特異的な抗ウイルス薬とワクチンの開発が急務である。

114

ウイルス感染 J Med Primatol 2005;
34(Suppl 1): 333

サル泡沫状ウイルス(SFV)は非ヒト霊長動物で蔓延している非病原性感染症であるが、唾液を介
して伝播すると考えられている。最近ヒトでの感染が報告された。SFVが血液を介して伝播するか
を調べるため、SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染した2匹のア
カゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗体反応、臨床的変化をモニターした。接
種後1年目の結果から、全血でSFVが伝播することがあることが示された。

115

ウイルス感染 PLoS Med 2006; 3:
e263

インド洋諸島でのアウトブレイクを引き起こしているチクングンヤウイルスについて、127名の患者
由来の6つのウイルス単離体の遺伝子配列ならびに糖蛋白質E1の部分的配列を調べた。その結
果、アウトブレイクは東アフリカ単離体に関連のある株で始まったことが明らかとなった。アウトブ
レイク単離体の非構造蛋白では10個のアミノ酸変異が見られた。構造蛋白部分では膜融合糖蛋
白E1に2つの注目すべきアミノ酸変異が見られた。E1蛋白のA226V変異は最初の株では見られな
かったが、レユニオンからのウイルスの90%以上で見られた。

116

ウイルス感染 ProMED-
mail20060801.2120

インドstate for health and family welfareの長官は、5つの州においてチクングンヤの高発生が報
告されていると発表した。Andhra Pradeshで66109例、Karnatakaで543286例、Maharashtraで
202114例、Tamil Naduで41211例、Madhya Pradeshで43784例である。

117

ウイルス感染 Transfusion 2006; 46:
1352-1359

全血輸血により、サルfoamyウイルス（SFV)感染が起こるかをアカゲザルを用いて調べた。自然感
染ザル2匹の全血を、各々、レトロウイルスを持たないサル2匹に輸血したところ、1匹のドナーから
のレシピエントでは感染し、もう1匹のドナーからのレシピエントは感染しなかった。ヒトでのSFV輸
血伝播の可能性が示された。
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118

ウイルス感染 WHO EPR 2006年8月
8日

トルコ保健省は、2006年1月1日～8月4日のクリミア-コンゴ出血熱確定症例は242例（致死率
8.3％）であったことを報告した。2006年6月30日以降症例92例および死亡9例が新たに報告され
た。死亡例のうち1例は治療に当たっていた医療従事者であった。

119

感染 Haemophilia 2006;
12(Suppl. 1): 3-7

1992年以来、米国の医学研究所（IOM)は、｢新興感染症は、新型の、または再興する、または薬
剤耐性の感染症であり、ヒトでの発生率が過去20年で増加しているか、近い将来増加するおそれ
がある疾患」と定義している。現在、トリインフルエンザ、ウエストナイルウイルス、重症急性呼吸
器症候群（SARS)コロナウイルスの3つが注目されている。供血中の感染物質の存在は、血友病
患者の治療に使われる血液や血液由来製品の安全性に重大な影響を与える。病原体の検出と
除去が重要である。

120

感染 ProMED-
mail20060602.1540
Namibian 2006年6月2
日

ナミビアのKatutura郊外北部で、3人が死亡し、19人が未確認の疾病で入院した。当局は、疾病が
Khomas地方に限定されないこと、患者がOtjozondjupaと Hardap地方で報告されたことを報じた。
サンプルが分析のために南アフリカに送られた。患者全員が末梢神経系に障害を生じるギランバ
レー症候群であったおそれがあるが、医療関係者は否定している。

121

感染 ProMED-
mail20060621.1712

2006年6月12日以降，中国Shaanxi省Mizhi郡において生徒および教師60名が熱性疾患を発症して
いる。大部分の生徒は高温および乾燥した空気が原因の呼吸器感染症を発症したと考えられ，よ
り少数の生徒は流行性耳下腺炎および百熱咳を患っている。病原体の特定はまだされていない。

122

感染 ProMED-
mail20060622.1727

原因不明の神経学的症候群により、ブラジルMaranhao州の南部地方で7人が死亡し、24人が入
院した。大部分の患者は、15～49歳の若い農業労働者であった。症状は、足の知覚異常、歩行困
難と呼吸不全で、心障害を経て死に至る。人から人へは伝染しないと思われる。血、糞便、皮膚と
髪が試験検査に出され、分析はまだ終了していない。

123

感染 ProMED-
mail20060728.2088

未知の疾病により、ネパールのHatiya村で7人が死亡し、大部分の住民が苦しんでいる。症状は
頭痛、高熱、めまいで、14～15日後に患者は下痢で苦しみ、衰弱し、死に至ることさえある。疾病
はほとんど全村に広がった。村長は死亡数が増加するだろうと言った。

124

感染 ProMED-
mail20060811.2248

原因不明の疾病により、インドAllahabad地方のKoraon街で数人が死亡し、1人の患者が重態で入
院した。疾病の診断は未確定である。

125

感染 ProMED-
mail20060820.2339
People's Daily Online
2006年8月19日

未確認の疾病の流行により、ネパールのNetini村で7人の子供を含む少なくとも14人が死亡した。
症状は、死亡時に鼻と口からの出血を伴う高熱である。疾病は、2006年6月の最後の週にイヌとニ
ワトリで最初にみられ、住民に広がった。

126

感染 ProMED-
mail20060828.2449

中国南西のYunnan省のLuliang郡Xincun村で，住民39例が重度の疼痛に苦しみ，2006年8月22日
までに1例が死亡し，3例が入院した。最初の調査結果により腸チフスが示唆された。

127

肝炎 J Infect Dis 2006;
193: 1089-1097

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することにより、非A-E肝炎患者の血清から、
外来DNA断片が得られた。これらの内の一つをNV-Fと名づけたが、部分的オープンリーディング
フレームを含み、非A-E肝炎患者69例中17例（24.6%)に検出された。NV-F陽性患者65例中49例
(75.4%)の血清中に抗NV-F抗体が検出された。また免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に
存在することが明らかとなった。NV-Fはヒト肝炎に関連する新規の１本鎖DNA断片である。

128

寄生虫感染 Emerg Infect Dis
2006; 12: 176-177

ヒトにおけるBertiella studeri感染の報告であり、このbertiellosis症例は中国で初めての報告であ
る。患者はAnhui省Suzhou市の3.5歳の少年で、6ヶ月間にわたり頻繁に腹痛を訴えていた。両親
は便中に寄生虫がいることに気づいていた。初め、友鉤条虫と診断されたが、Bertiella studeriで
あった。感染源は確定されていない。
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129

結核 WHO　2006年9月5日 WHOは病原性が強く、致死性の結核の世界的な拡大防止の強化および措置を求めた。6クラスの
第2選択薬の3クラス以上に耐性のある多剤耐性結核（XDR-TB)は世界の様々な地域で確認され
ており、特に旧ソビエト連邦やアジアで多い。また南アフリカではXDR-TBでHIV陽性である患者群
で極めて高い死亡率が確認されている。

130

結核 結核　2006; 81（3）:
310 第81回日本結核
病学会総会

20代男性が、職場のサルが集団で結核を発症した後、しばらくしてから肺結核と診断され、RFLP
分析の結果、サルからの分離菌と同一菌株であることが判明した。結核は人畜共通感染症になり
うる。

131

口蹄疫 ベトナム文化情報省
2006年9月1日

ベトナムのハノイのSoc Son地区ではウシ75頭、ブタ39頭が口蹄疫に感染した。Thanh Tri地区で
は155頭が感染した。口蹄疫の流行はベトナムの12の地方に発生し、3300頭以上のウシ、1100頭
のブタが感染した。

132

細菌感染 MMWR 2006; 55: 961-
963

2004年12月から2005年2月に、汚染されたヘパリンフラッシュに関連した蛍光菌血流感染が4つの
州で36人の患者に発生し、製品回収が行われた。その約3ヶ月後にミシガンとサウスダコタで蛍光
菌感染患者が同定され、2006年4月現在、ミシガンで15例、サウスダコタで13例が、遅発性蛍光菌
血流感染と診断された。発症までの期間は84日から421日であった。

133

細菌感染 Transfusion 2006; 46:
305-309

血小板供血歴の長い、無症候性の58歳男性由来の血小板が単球症リステリア陽性であった。パ
ルスフィールドゲル電気泳動パターンはCDCデータベース中の他の2例の単球症リステリア分離
株と一致したが、疫学的な関連性は見られなかった。

134

細菌性胃腸
炎

J Med Microbiol 2006;
55: 747-749

散発性エルシニア症の感染経路については、ブタと人との関連性は証明されていない。1995年か
ら2003年にかけて、フィンランドとドイツで下痢のヒト282名の便およびブタ534頭の糞などから得た
検体から単離された合計816株のY. enterocolitica 4/O:3を、制限酵素を使ったPFGEで関連性を
検討した。その結果、両国共、ヒト由来株のほとんどはブタ由来株と区別ができず、一方、遺伝子
型の大部分（182例中178例）は両国で異なっていた。両国でブタがヒトエルシニア症の重要な起源
であると考えられた。

135

人畜共通感
染症

Dev Biol (Basel) 2006;
123: 273-280

ワクチン製造、ウイルス診断試験または原料試験に使われる細胞培養に添加する動物起源物質
の使用は、ワクチンを汚染し、接種した動物で血清転換や疾患を引き起こし、検体の誤診断や間
違った試験結果の原因となるおそれがある。血清や細胞培養をモニターするために獣医生物学セ
ンターで用いられている方法を紹介した。培地や添加物としてウシやブタなどの動物起源原料を
使用する際には、ヒトへの交差の可能性も考慮し、検査、血清フリー培地、起源の確認、ウイルス
不活性化、検査方法の改良が必要である。

136

人畜共通感
染症

第75回日本寄生虫学
会大会　2006年5月
19-20日

ネパールのカトマンズの小児病院で分離されたブラストシスチス株中に珍しい遺伝子型が検出さ
れ、それと同じ遺伝子型が現地の寺院に生息するアカゲザルから分離したブラストシスチス株に
高率に見出された。このことから、当地におけるブラストシスチス感染の一部は、アカゲザル由来
株がヒトへ感染伝播した可能性が高い。

137

赤痢 IASR　速報 pr3206 2006年8月中旬に中国に3日間出張し、帰国3日後より発熱、腹痛、粘血便を伴う下痢が出現した
37歳男性は、便よりShigella sonneiが検出され、細菌性赤痢と診断された。5日間のFOM継続投与
により症状軽快し、除菌確認後、第11病日に退院となった。分離菌はペニシリナーゼ産生、セファ
ロスポリナーゼ非産生で、CTX-M型で、ESBL（extended-spectrum β-lactamase)産生性が示唆
された。

138

赤痢 ProMED-
mail20061020.3015

中国Sichuan省Mianzhu市の中学校において生徒100人余りが細菌性赤痢となり，計143人が症状
を呈している。2006年10月10日から症状がみられ始めた。Anhui省Taihu郡の学校において細菌性
赤痢が確認され（2006年10月13日に生徒数名において発見），100名に症状がみられ，34例が入
院中である。

139

炭疽 ProMED-
mail20060615.1665

米国ミネソタ州Kittson郡のウシの群で、2006年6月10日～11日に、雌ウシ5頭および雄ウシ１頭が
死亡しているのが発見された。血液サンプルが収集され，炭疽に陽性であったことが確定した。
2006年6月15日現在、合計6例が死亡した。

140

炭疽 ProMED-
mail20060626.1775

米国North Dakota州Emmons郡においてウシ2例が炭疽で死亡した。同州において2006年で初の
症例である。
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141

炭疽 ProMED-
mail20060707.1868

米国Minnesota州で、2006年6月中旬にMinnesota Board of Animal Healthが2施設での炭疽による
死亡を初めて報告してから，新たに9施設において家畜の死因として炭疽が確認された。この9施
設で動物24例が死亡し，計31例の死亡となった。7施設はKittson郡にあり，ウマおよびバッファ
ローにおいて炭疽が確認された。残り2施設はWoods郡であり，Woods郡のLakeの家畜において初
めて記録された炭疽による死亡である。

142

炭疽 ProMED-
mail20060721.2010

米国Minnesota州は87年間で最悪の家畜の炭疽のアウトブレイクに取り組んでいる。2006 年6月
中旬から，Minnesota州北西部の23の農場において，家畜68頭が死亡した。死亡した家畜の多く
はウシであったが，バイソン5例およびウマ6例も死亡した。この最近のアウトブレイクはKittson，
Roseau，Red LakeおよびLake of the Woods郡に限定されている。カナダも炭疽のアウトブレイクを
報告している。

143

炭疽 ProMED-
mail20060724.2044

米国South Dakota州の家畜に再び炭疽が発生している。Hyde郡のワクチン接種を受けていない
ウシの集団（最初に死亡した5例を含む約100例）における炭疽が報告され，2006年7月24日に州
獣医診断研究所は診断を確定した。

144

炭疽 ProMED-
mail20060726.2057

米国Texas州で、Val Verde郡のシカ，およびCrockett郡のウシにおいて炭疽が確定された。

145

炭疽 ProMED-
mail20060726.2059

カナダChaplin地域の農場においてウシ3例が炭疽で死亡しているとCanadian Food Inspection
Agencyが2006年7月21日に述べた。この夏、炭疽はSaskatchewan で既に発生しており、7月21日
現在50の農場で216頭の動物が死亡している。

146

炭疽 ProMED-
mail20060730.2107
ProMED-
mail20060802.2141
ProMED-
mail20060806.2195
ProMED-
mail20060808.2228
ProMED-
mail20060811.2257

カナダSaskatchewanで2006年7月初めに始まった炭疽のアウトブレイクで、隣のManitobaを含め、
少なくとも746頭の家畜が死亡し、146農場が隔離されている。1950年代以降最大のアウトブレイク
である。カナダの公衆衛生局は炭疽がヒトに感染する危険性は極めて低いと強調している。

147

炭疽 ProMED-
mail20060916.2635

カナダSaskatchewanにおいて153施設で炭疽が確認された。これら施設における動物（ウシ，ウ
マ，ブタ，ヒツジ，バイソン，シカ，ヤギ）の死亡は783件である。Manitoba においては変更ない。

148

炭疽 ProMED-
mail20060921.2699

米国Texas州で、2006年9月18日に，Texas Department of Health Servicesは獣医公衆衛生担当
官らに，Texas Veterinary Medical Diagnostic Laboratory（TVMFL）によりKinney郡の4才のウシで
炭疽の診断が確定されたことについて注意喚起を行った。

149

炭疽 ProMED-
mail20061002.2822

中国Shaanxi省において1家族の3人が，病気のヤギを食べた後に炭疽に感染し，病院にて隔離・
治療を受けている。

150

日本脳炎 ProMED-
mail20060827.2441

中国Shanxi省Yuncheng市で日本脳炎のアウトブレイクによる死亡の合計は19例に増加し，感染者
は38例であると地域保健当局が2006年8月12日に述べた。Henan省ではさらに14例が日本脳炎で
死亡し，既に報告された26例の死亡に追加された。2006年7月以降，437例が感染したとHenan省
保健当局は述べた。

151

日本脳炎 ProMED-
mail20060909.2565

台湾の届出伝染病サーベイランスシステムに基づき，2006年8月27日～2006年9月2日に日本脳
炎が台湾で7例報告された。2006年9月2日時点で，2006年に台湾全域で188例報告され，このうち
20例が確認された。1例はベトナムからの輸入症例，19例は地域症例である。

152

野兎病 ProMED-
mail20060601.1531

米国Texas州Rick Husband国際空港の東側で1羽のジャックラビットの死骸が回収された。現地付
近では20羽以上の野兎が死んでいた。死骸はCDC細菌性動物寄生体症局へ送られ、蛍光抗体
試験の結果、野兎病に陽性であった。コヨーテの死骸のダニも野兎病に陽性であった。殺虫剤の
散布などヒトへの感染防止対策が採られている。
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